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尾 砦 鄭 秦
の 景 観 と 環 境 山 F日領近 江 回木 津 荘

近江の湖西、高島郡の木津荘 (現 ,新旭町)は、山門の寺務機構が管
理 ,運営する天台座主直轄の重要荘園である。本津は中世前期におい
ては、琵琶湖西岸の重要な津であったが、中世後期にはその地位を失
う。以前より木津近辺の湖底遺跡から、かつてこの地域に内湖が存在
したことが明らかとなっており、また室町初期の帳簿に記載されてい
た耕地の一部が、現在は湖中に沈んでいることも知られている。琵琶
湖の水位変動や湖岸の沈下、あるいは津の立地変化などの問題を解く
カギが、この地域に遺されているのである。荘域は棚田的景観を示す
丘陵緩傾斜地に広がる村落から、琵琶湖に接した湖岸低地に立地する
村落まで、地形条件に対応した多様な村落を包摂しており、中世村落
のさまざまなタイプを一荘国内で確認することもできる。
本書はこの木津荘に残る検注帳・引田帳ほか文献の詳細な検討、地表
に残されている用水路や水円の形状、地名 。伝承など「生きた文化財」
の調査から、山門領荘園の実態と中世村落の景観に迫る。

レA5判・392頁/本体 6,800円 (税別)      ISBN4-7842-1198-5

覇喜!軍理染題謙
地域研究の深化が求められる昨今。本書は、滋賀県立大学の研究スタ
ンフが、琵琶湖をとりまく自然・経済・民俗・遺跡などをとりあげた
成果。
【内容】
序説―近江という地域 (村井康彦)/中世商業村落の生活と環境の整備
―村座と商人座の掟を中心に(脇田晴子)/人 と自然の関係史素描―中
世前期の環琵琶湖地域を中心に(水野章二)/江戸時代における琵琶湖
の鳥猟について一猟場支配の観点から(東幸代)/琵琶湖湖底遺跡の研
究一三ツ矢千軒遺跡の調査 (林博通)/内湖のあった生活―野洲川デル
タの場合 (高谷好―)/溜池のある風景―特殊重粘土地帯の農と風土
(黒田末寿)/近江のムラの文化を考える(武邑尚彦)/マ ツツゴトの機
能とその現在―びわ町)II道のオコナイ改革をめぐって(谷恭)/地域研
究以前 (梅原賢一郎)/地域文化財の保存修景―あとがきにかえて(西
川幸治)
レA5判・340頁/本体 71000円 (税別)      ISBN牛 7842-1175-6

轡魁 要
帳 受翌署等碧肇野東

はじめに地域ありき――関東平野東部を中心に現地調査にもとづき、
地形や伝承、中世・近世文書や地誌類などの豊富な資料、さらに地理
学・考古学などの隣接諸科学も援用して、いくつかの典型的な中世村
落の事例復元を試み、生活の諸相をふくめて総合的かつ具体的に考察
し、近世への展開をも見通した大著。
【内容】
関東平野の地形条件/中世利根川の流路と地形状況/中世における関
東平野の様相/村落景観の研究史と方法/古代の郷と中世の荘園/中
世荘園の復原と近世郷荘名/中世荘園の耕地状況/村落景観の諸類型
と地形条件/山麓型の中世村落一長岡郷と新田荘の村々/深い谷口型
の中世村落一人木郷と結縁寺村/低台地型の中世村落―若林郷を中心
に/乾田低地型の中世村落―卒島郷を中心に/人工堤防型の中世村落
―高野郷を中心に/中世の集落―村落の領域と補完要素 ほか
レA5判・640頁/本体 10,800円 (税別)     ISBN牛 7842-1022-9

涙健蓼
琶湖水運の研究

本書は、古代以来、全国流通路の中でも重要な位置を占めていた琵
琶湖水運の近世について、より歴史的な視点からその全体像や特徴を
描き出そうとするものである。近世における堅田の変貌、後背地との
結びつきにより分けられる三地域 (「諸浦の親郷」(堅田・大津・人幡)
・湖北四ヵ浦・彦根三湊)の対抗関係、船の航行と船支配の関係とい
う二つの視点を基軸に、近世前期琵琶湖水運の構造と特質、廻船規定、
諸浦の盛衰を取り上げて論究する。またその前提として織田信長によ
る琵琶湖水運支配、琵琶湖を航行した船の名称をも具体的に検討し、
従来の認識・評価の問題点を指摘する。
今年で琵琶湖水運研究30年という節目を迎えた著者が、大津をはじ
めとする琵琶湖水運史上重要な湊の自治体史編さんに携わりつつ、そ
こで出会つた史料と丹念に向き合いながら、あたため深めてきた研究
成果。

レA5判・464頁 /本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1551-5

轡と糟竺野∀

鼈 L4LI糠
網聖⊆
穆黒輩需軍靱覇折握中憫 こ

関東平野西部の多摩川中流域をフィール ドに、開発と景観という観点
から、地球環境の変遷を問い人間の営みの歴史をたどる。豊富な考古
遺跡・遺物にくわえ、村絵図・地方文書などの文献史料を手がかりと
し、旧石器時代から前近代にわたつて通史的に論じる。編者を中心に、
20年におよぶ年月をかけ行われた共同研究の成果。
【内容】
先史時代における日野 。人王子地区の開発と景観/古代における集落
と谷戸の開発/中世～近世における丘陵部の開発と景観/中世～近世
における沖積地の開発と景観/近世中・後期における低地部の開発と
景観/近世中・後期における台地部新田開発の様相/近世における開
発と景観の諸相/近世における丘陵部の村落景観と親族・生活相互扶
助組織/近世の日野・八王子地域における耕地開発と宗教施設/近世
の日野・八王子地域における焼畑の位置 ほか
レA5判 '486頁/本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1555-3

為 碁 彗
院 社 会 と 民 衆 衆 徒 と馬借・ 神 人・ 河原者

中世において比叡山延暦寺が果たした歴史的役割を、同寺の活動実態
とその支配下にあった京 。近江の民衆との関係を中心に考察する。山
門の「惣寺」がどのような組織と機能をもつものであったかを明らか
にし、足利義満以降の武家政権との関係や、近江坂本の在地人と日吉
社の大津神人が山門の活動にどのような影響を与えたかを論じる。
レA5判・432頁 /本体 7,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1779-3

離昂蓬祭
佐々木六角氏の基礎研究

可能な限リー次史料を用い、六角氏や家臣の動向、実態など基礎的事
実を明らかにする。附編として、応仁元年 (1467)～元和 6年 (1620)の、
六角氏及び家臣の名が見える記録類を全て網羅した230頁におよぶ史
料集の稿本を付し、、『戦国遺文 佐々木六角氏編』とあわせることで、
戦国時代の佐々木六角氏関係史料はほぼ全て集成し得る。
レA5判・530頁 /本体 11,600円 (税別)   ISBN978-牛 7842-1663-5

暫銚怒建多
∬ヒ 大津絵模様・絵馬模様

江戸時代から明治 。大正そして現在まで、近江大津追分にて作られ、
手軽な生産として愛された民画・大津絵。その多彩に綾なす信仰、祈
り、教訓、そして遊びの画題は、多くの人々の想念の数々を端的に映
し出すものである一―。その起源・絵馬との共通点・画題の意味など
新考察をカロえ、多くの図版をあげて解説した全大津絵の事典。
レB5判・178頁/本体 3,500円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1425-9

基羅卑聯
歴史災害を復原することは、過去の人々の災害への対応や考え方を知
ることと共に、減災の知恵を学ぶことでもある。本書では、歴史上、
京都を築ったさまざまな災害をとりあげ、地理情報システム (GIS)
などによる災害範囲や規模の復原、特徴や被害発生の社会的背景の分
析、また人々の取り組みなどを論じる。
レA5判・322頁/本体 2.300円 (税別)    ISBN978-4-7842-1643-7

饂 解
古くから豊かな文化を育んできた近江の地は、仏教美術の宝庫であり、
特に仏像は質・量ともに全国有数のレベルを誇る。本書は、滋賀県立
琵琶湖文化館・県立近代美術館で、近江の仏像に関する展覧会の企画
や調査・研究に30年以上にわたって携わつてきた第一人者が、主に8
世紀から■世紀の近江の古仏について、その研究成果を集大成する。
レA5判・420頁/本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1761-8

熙認児♭ 史
琵琶湖畔瀬田川のほとりに荘重な伽藍を構える石山寺は、奈良時代、
聖武天皇の勅願により創建され、古くから観音信仰の聖地であり、多
くの人たちによつてその信仰と文化が育み守られてきた名利である。
石山寺の信仰・歴史・美術・文学 。経典を、第一線の研究者が、豊富
なカラー図版とともに解説。オールカラー、図版150点。
レA5判・180頁 /本体 1,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1387-0

像

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
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